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社会へのメッセージ性の高いデザイン開発プロセスの研究
ケーススタディ医 ： AX IS 第 9 回「金の卵」学校選抜 オールスターデザインショーケース
森下員行 ・ 南川茂樹 ・ 中原嘉之
1 はじめに
デザインの未来を担う「金の卵」を一堂に紹介し、学
生と社会を結び付ける場となる「学校選抜オールスタ
ーデザインショーケース展j も、今年で 9 回目を迎えた。
本展では、各大学から選抜されたデザイン系学部3年生
の作品 （ プロダクト、情報デザイン、グラフィ y ク他）
を中心に、大学院生の作品やデサ、イン教育における新し
い試みを紹介しながら、社会が求めるデザイナーの姿に
対して、大学におけるデザイン教育がどうあるべきにつ
いて問うものである。
2 . 研究概要
現代社会が抱える徐々な問題点や課題の中から、社会
へのメッセージ性の高いテーマを抽出し、実習課題とし
て取り組む。その成果の客観性を確保するため、外部展
示会にデザイン実習の成果を提示し 、 企業デザイナーお
よびフリーランスデザイナ一、教育関係者などからの評
価を受ける 。 さらにその評価情報をフィードパックして
POCA サイクルを繰り返すことで、 より社会ニーズに適
合したデザインプロセスに近づけてゆくことが可能にな
ると考える。（一部主催企画書より抜粋）
2.1. 研究対象授業
プロダクトデサ‘イン実習皿
.指導教員：森下眞行教授、南川茂樹准教授、中原嘉行助手
・授業期間 20 14 年 5 月 2 1 Eト2014月7月2日
2 .l.2 計画日程／内容
平成 26 年 5 月 20 日 応募概要発表
平成 26 年5月20 日-5月9日 エントリー期間
平成 26 年 5 月 2 1 日 課題説明会実施（実習Ⅲ）
平成 26 年 7 月 1 0 日 応募書類必着
平成 26 年 7 月 1 7 ～ 1 8 日 選考通知結果
平成 26 年 8 月 26 日 作品・ポートフォリオ必着
平成 26 年8月28日.9月7日 アクシスキ‘ヤラリー展示
平成26年9月3日-9月4日 企業ツアー（富士デザイン、コ
ニカミノルタ、コクヨファニチャ一、島津製作所）
平成26年11月?e?AX I S l 2 月号発行
平成 26 年 1 2 月 25 日 アクシス報告書発行
3 . 研究対象展示会
3.1 l 展示会名称． 第 9 回金の卵学校選抜オールスターデザイ
ンショーケース 「テサ二インスクール最前線」
3.l. 2 会期：平成 24 年 8 月 28 日（木） ～ 9 月 7 日 （ 日） I l 日間
.MORISHITA Masayuki デザイン工学科
3.1.1会場：東京.港区六本木5 17 I アクシス 4F
アクシスギャラリー TEL : 03 5575 8655 
3 . 1.4 オーフ。ニンク‘レセフ。ション： 8 月 28 日（木） 19: 00 ~ 21:00 
3 .1.5 作品フoレゼンテーション ： 1) 8月30日（土） （土） 14 : 00 ～、 2) 9 
月2日I （火） 18: 30 ～、 3) 9 月 4 日（木） 18: 30 ~ 
3 . 1.6 トークイベント ： 9 月 5 日 （金） 18:00 ~ 19:00 
テーマ ： 「cu ri osity （好奇心） とデザイン」スピーカー ． マイクエ
ーフルソン （POSTA LCO）、会場．シンポジア （アクシスピル BlF)
3.l.7 主催 ・ 企画：アクシスギャラリー
3. 1. 8 協賛 ．コクヨファニチャ一株式会社、コニカミノルタテクノロ
ジーセンター株式会社、株式会社島津製作所、株式会社東
芝、株式会社ナカダイ、日産自動車株式会社、日本写真印刷株
式会社、富士デザイン株式会社、株式会社本田技術研究所、
三升ニホーム株式会社、リスト株式会社、 Lexus In t巴lnational 
3 .1.9 協力：公訴社団法人日本インダストリアルデザイナー協
会、公益社団法人日本グラフィックデザイナー協会、株式
会社エルトキオ、株式会社丹青社、株式会社トウールスイ
ンターナショナル、古川紙商事株式会社 他
3.1.10後援:公..団法人日本デザイン振.会
3.1.1 l 参加l大学 ：イン ド工科大学ボンベイ校／岡山県立大学
/京都精華大学/京都造形芸術大学/慶應義塾大学
院 （KMD ) ＋ロイヤル ・ カレ y ジ ・ オブ ・ アート＋インペ
リアル カレ ッ ジ・ロンドン／札幌市立大学／静岡文化芸
術大学/情報科学芸術大学院大学/女子美術大学/千葉
大学/筑波大学/東京造形大学/東北芸術工科大学/富
山大学/名古屋芸術大学/名古屋市立大学/日本大学/
公立はこだて未来大学/法政大学/武蔵野美術大学/明
治大学 計23校
3.1.2 ポー卜フォリオ展示.参加校7大学、70 1¥Jｷ 
3 . 1.1 3 来場者数： AX I S ギャラリー 約 1 ,500 名
3. 1.1 4 パブリシテ ィ ：日本グラフイ Y クデザイナー協会ウェ
ブサイト、 登竜門 （JON ） 、 AXIS (vo l. 170& 1 7 1 ） 、 172 （ レポー
ト ） 、 AX IS jiku 、 六本木未来会議、他各ウェフサイト
参考文献
1）アクシス「第9 回金の卵学校選抜オールスターデザ
インショ ーケースj 報告書 ， 20 1 4 . 1 2.25
2）第 9 回アクシス「金の卵j パンフレ y ト 2014.8 . 24
3) AXIS vo l.1 72 ,2 0 1 4 年 1 2 月号 ， 20 1 4. 11 I 
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研究対象課題
テーマ：「デザインスクール最前線」
概要：第9回のテーマは「デザインスクール最前線」。
デザイン教育が取り組む課題も時代によって変化してい
る。これまでの取組みは、主催者側からのテーマ提示
による.社会問題の解決に重点を置いてきたが、今回はデ
ザイン教育の現場にいる教員と学生を取り巻く問題 課
題に改めて目を向ける機会になった。本学では、引き続
き地方大学として最重点課題である「産学協同・地域.
携」に取組み、学生がそれぞれの企業の抱える問題点を
解決しながら、地域社会での課題点も解決してゆくとい
う「ソーシャルデザイン」の考え方を活かした提案を目
指して取り組んだ。連携した高知県南国市の株式会社ミ
ロクテクノウッドと徳島県三好の株式会社ビッグウイ
ルの 2 社の企業は、本来なら廃棄してしまう材料（孟宗
竹や間伐材）を活用したモノづくり（ レクサスのハンド
ル、世界最薄の付き板）を通じて地域の高齢者や障がい
者の雇用拡大に取り組んでいる。その2社の持つ独自の技術力を生かし
、新たな使用価値を.考えたプロダクト「教
育ツール」の提案を行った。また、地域社会での人材育
成のあり方などについて考える場とするため、平成 26
年度文部科学省の「産業界のニーズに対応した教育改善・
充実体制整備事業を利用した取り取り組みとした。
以下、大学選考さ れた 3 作品を報告する 。
01 I ）「ふしき、B LOC K」
伊丹結花：デザイン工学科プロダクトデザインコース3年
連携先：株式会社ピァグウイル（徳島県三好郡東みよし町)
作品説明 ： 室内で遊ぶことが増え、自然に触れる機会が
減っていることから、もっと「木」に触れてほしいとい
う考えからデザインした。今回考えた積み木は、「持っ
た時の軽さ」と「偏った重心による積み方」といった本
来の積み木とはギヤップのあるものを制作した。また「軽
さ」という点では、落とした時にも安全なので、気軽に
手に Ii又ってもらえる。 「重心」とい う点からは、重心を
探すことや、重心を考えて積む行為がそのまま教育につ
ながると考えた。
作品 評価：玩具の定番アイテムである積み木に着目し、
新しい創造が生まれるモノにした。本来積み木は木製で、
その素材の特性上マスのあるものであるが、0.23mmの
極薄の「制の紙」を使用することによって、見た目とは
異なる重量感と、重心をずらすことによって生まれるア
ンバランスな積み方がで、子どもの想像力をかき立てる
ことに成功している。 素材の特性を十分活かし、本物の
樹に触れさせるきっかけを作り、感触や香りから自然の
大切さを学ぶツールとして提案することが出来た。
01 I ）「ふしぎ BLOCKJ
01-2）「点字のコミュニケーシヨンパズル」
嶋田ཧࠫ：デザイン工学科プロダクトデザインコース3年
連携先：ミロクテクノウッド（高知県南国市）
作品説明：子どもたちに点字を通して視覚障がい者の存
在を知ってもらうための玩具。実際に点字に触れてみる
ことで障がい者側を体験できると共に、理解を深め広い
視野を持ち 、 一人一人がどのように行動するべきかを考
える機会を与える。 表に点字、 裳に平仮名が表記されて
いて覚えやすいようになっている。 作った言葉を相手に
当ててもらうゲームや作った言葉をどんどん繋げていく
しりとりゲームなどの言葉遊びゲームができる。 遊びと
学び、コミ ュニケー ションを同H寺に楽しむ空間を作って
くれる 。
作品評価：製造工程から発生する規格外の孟宗竹のツキ
板廃材を利用して、幼児向けの点字パスルを考案した。
竹の持つ手触り惑を活かし、遊びながら点字を習得でき
るコミュニケーションツールは学びの実用性が高く、ま
た高齢者や障がい者でも製造できるモノづくりでの簡便
さも地域の雇用創造面で実現性が高い。表面塗装は、竹
の表皮から精製した殺菌性の高い塗料で処理されている。
01 ・2 ） 「点字のコミュニケーションパスル」
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03-3）世界一薄い天版の学校用机」
；塚原開成：デザイン工学科プロダクトデザインコース 3 年
述挑先：株式会社ビッグウイル（徳鳥県三好郡東みよし町)
作品説明．この机を通して子どもが「 I つのものを長く
大切に使い続けることの良さ」を楽しみながら経験でき
る「世界最薄の樹のシート」技術を活かして作っ た学校
机の提案。 天板にシートを積層していくことで、「天板
が傷んだら廃楽する」という今までのあり方を 「生徒が
自ら天板を修復して、長く使い続ける」ものへと変化さ
せた。 また、 天板のみを取り外すことがで き ので、身長
の変化によ っ て使う机のサイズが変化しでも、 卒業まで
同じ天板を使い続けられるようにな っ ている 。
作品*"' 価：小学校の学習机に新しい価値を与え、「消 'J1( 
廃棄」の流れに一石を投じた提案である。自分が学ん
だ記憶と思い出を、学習机に封じ込めることで愛着が生
まれ、モノを大切にする心が育まれる。実用に堪えうる
ために0.23mmの「樹の紙」を使用し、積層する楽しみ
を自らが行うことで、本物の樹に触れ、感触や香りから
自然の大切さを学ぶツールとしても成功している 。
01-3）「世界一薄い天版の学校用机」
作品展示
AX I S 第 9 回「金の卵」学校選抜オールスターデザイン
シ ョー ケース展の会場風景を報告する
図 l 会場の様子 （アクシスギャラリー ）
アクシスギャラ リ ーオ ー プニング会場での本学生のプレ
ゼンテーシ ョ ンと展示を報告する （図 2 ～ 4 )
図2「ふしぎBLOCK」伊丹結花
区1 3 「点字のコミュニケーションパズル」｜｜嶋田辺！沙
図4「世界一帯い天版の学校用机」塚原開成
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